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先
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で
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ひまわりアートが完成
北海道更別農高70周年記念事業

　

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
＝
齋
藤
徹
社
長
、
島
根
県
松
江
市
＝
が
創
立
70
周
年
記
念
事

業
へ
の
協
力
を
行
う
北
海
道
更
別
農
業
高
等
学
校
の
ひ
ま
わ
り
ア
ー
ト
が
完
成
し
、
９

月
２
日
に
、
同
校
生
徒
約
50
名
が
ひ
ま
わ
り
ア
ー
ト
の
圃
場
に
集
ま
り
、
記
念
撮
影
を

行
っ
た
。
現
地
に
は
高
さ
３
ｍ
程
の
見
晴
台
を
設
置
し
、
周
辺
の
幼
稚
園
や
小
学
校
な

ど
を
は
じ
め
地
元
の
人
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う
、
９
月
下
旬
ま
で
解
放
す
る
。

ひまわりアートの中で歓声をあげる生徒達

完成したひまわりアート

齋藤社長

　

同
事
業
は
、
ア
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
や
ひ
ま
わ
り
の
播
種
、

生
育
管
理
、
鋤
き
込
み
ま
で

生
徒
が
体
験
的
に
学
習
で
き

る
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
い

る
。
緑
肥
の
播
種
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ｕ
Ｓ(

ト
ラ
ク
タ
ー
と
作

業
機
が
情
報
通
信
を
行
う
た

め
の
国
際
規
格)

や
セ
ク
シ

ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル(

ト
ラ

ク
タ
ー
と
作
業
機
を
同
調
制

御
し
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
を

指
定
し
た
場
所
に
だ
け
散
布

す
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
。

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
減
肥
や
減

農
薬
に
役
立

つ)

と
い
っ

た
最
先
端
の

農
業
技
術
を

使
っ
て
圃
場

ア
ー
ト
を
制

作
し
た
り
、

ひ
ま
わ
り
緑

肥
の
鋤
き
込

み
で
高
効
率

な
デ
ィ
ス
ク

ハ
ロ
ー
付
き

ト
ラ
ク
タ
ー

に
試
乗
す
る

な
ど
、
そ
の

体
験
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い

た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
で
の

播
種
や
、
ひ
ま
わ
り
緑
肥
を

切
っ
て
畑
に
鋤
き
込
む
高
効

率
作
業
機
「
ラ
バ
ー
タ
イ
プ

デ
ィ
ス
ク
ハ
ロ
ー
」の
提
供
、

ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
出

張
授
業
な
ど
を
と
お
し
て
同

校
の
70
周
年
記
念
事
業
を
支

援
し
て
い
る
。

《
ひ
ま
わ
り
緑
肥
選
択
の
理

由
》
十
勝
地
域
は
３
割
が
火

山
性
の
土
壌
で
リ
ン
酸
吸
収

係
数
が
高
い
地
域
。
そ
の
た

め
、
肥
料
で
リ
ン
酸
を
ま
い

て
も
多
く
が
土
壌
に
吸
収
さ

れ
て
し
ま
い
、
作
物
が
吸
収

し
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
リ
ン
の
吸
収

を
促
進
す
る

菌
根
菌
を
集

め
る
力
が
強

く
、
地
域
の

景
観
向
上
に
も
貢
献
で
き
る

ひ
ま
わ
り
緑
肥
を
使
う
こ
と

に
し
た
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

▽
９
月
中
旬
北
海
道
更
別
農

業
高
等
学
校
70
周
年
記
念
式

典
（
仮
）
▽
ひ
ま
わ
り
の
鋤

き
込
み
体
験
授
業
（
最
新
の

高
効
率
作
業
機
デ
ィ
ス
ク
ハ

ロ
ー
を
使
用
）
▽
同
社
社
員

に
よ
る
出
張
授
業
（
ス
マ
ー

ト
農
業
や
緑
肥
、
環
境
保
全

型
農
業
に
関
す
る
講
義
）。

タンザニア視察タンザニア視察 コ
メ
作
り
は
儲
か
る

ロ
ー
ア

モ

シ

日
本
、灌
漑
稲
作
発
展
に
貢
献

ローアモシ灌漑地区のほ場

農民組合から生の声を聞いた

ニコデモス・シャウリタンガＫＡＴＣ校長

センター内には日本製品も保管されていた

【
９
月
６
日
号
よ
り
続
き
】

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
、

コ
メ
は
メ
イ
ズ
（
ト
ウ
モ
ロ

る
。
国
内
需
要
も
高
ま
っ
て

お
り
、
以
前
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
粉
を
熱
湯
に
入
れ
て
練

っ
て
固
め
た
「
ウ
ガ
リ
」
が

主
食
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で

は
保
存
が
効
い
て
美
味
し
い

コ
メ
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の
コ
メ
作
り

に
お
い
て
日
本
は
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
お
り
、
２
日
目

は
継
続
的
な
支
援
が
実
を
結

び
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
ロ
ー
ア

モ
シ
灌
漑
地
区
と
隣
接
す
る

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｋ
Ａ
Ｔ

Ｃ
）
を
中
心
に
回
っ
た
。

　

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
州
の
ロ

ー
ア
モ
シ
地
域
は
日
本
の
有

償
資
金
協
力
で
近
代
的
な
灌

漑
地
区
を
整
備
。
１
９
８
４

年
か
ら
着
工
を
開
始
し
て
１

１
０
０
ha
の
水
田
と
１
２
０

０
ha
の
畑
地
（
主
に
ト
ウ
モ

均
の
約
３
倍
と
な
る
１
ha
あ

た
り
６
ｔ
と
い
う
コ
メ
の
収

量
を
達
成
し
て
い
る
。

　

油
断
す
る
と
首
を
痛
め
そ

う
な
悪
路
を
進
み
、
飛
び
込

ん
で
き
た
見
渡
す
限
り
の
水

田
は
初
日
に
見
た
狭
い
ほ
場

と
は
う
っ
て
変
わ
り
、
日
本

国
内
で
見
慣
れ
た
１
０
０
ｍ

×
30
ｍ
の
水
田
が
バ
オ
バ
ブ

の
木
を
囲
む
よ
う
に
広
が
っ

て
い
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
チ
ー
ム

か
ら
の
「
こ
の
地
は
稲
作
技

術
の
普
及
が
上
手
く
い
っ
た

場
所
」
と
の
説
明
通
り
、
近

隣
農
家
の
住
居
は
他
の
場
所

よ
り
立
派
に
見
え
、
民
間
の

精
米
所
も
多
数
存
在
。
コ
メ

が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
伺
え
た
。

　

ま
た
、
同
地
区
の
農
民
組

合
と
の
協
議
の
際
に
聞
い
た

「
一
番
儲
か
る
作
物
は
コ
メ
。

も
っ
と
耕
作
面
積
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い

っ
た
声
や
、
実
際
に
灌
漑
地

区
外
の
上
流
域
に
農
民
自
ら

開
拓
し
た
数
百
ha
規
模
の
ほ

場
が
広
が
っ
て
い
た
光
景
を

見
て
、
コ
メ
が
換
金
性
の
高

い
作
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。

　

隣
接
し
た
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
ロ

ー
ア
モ
シ
灌
漑
地
区
の
稲
作

を
指
導
す
る
た
め
に
１
９
７

０
年
代
か
ら
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
州
政
府
の
研
修
機
関
と
し

て
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
。
１
９
９
４
年
に
は
、

こ
の
地
の
成
功
事
例
を
全
国

に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
農
業

省
傘
下
の
研
修
機
関
と
な
っ

て
い
る
。
訪
問
時
は
農
業
省

予
算
で
改
修
工
事
の
真
っ
最

中
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
精

米
施
設
や
農
業
機
械
の
修

理
工
場
な
ど
の
施
設
を
備

え
て
い
る
ほ
か
、
農
業
機

械
の
事
故
は
ほ
場
よ
り
公

道
の
方
が
多
い
こ
と
か

ら
、
日
本
の
自
動
車
教
習

所
を
模
し
た
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
コ
ー
ス
も
設
け
て
い
た
。

　

近
年
は
定
員
以
上
の
入

校
希
望
が
あ
る
た
め
増
員

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
、
と
ニ
コ
デ
モ
ス
・
シ

ャ
ウ
リ
タ
ン
ガ
校
長
。「
生

産
性
向
上
に
資
す
る
技
術

な
ど
を
中
心
に
指
導
し
て

お
り
、
卒
業
生
の
中
に
は

10
ｔ
も
上
げ
て
い
る
者
も

い
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
「
タ
ン
ザ
ニ
ア

国
内
の
人
口
は
増
え
て
い

る
が
農
家
戸
数
は
減
少
し

て
い
る
。高
齢
化
が
進
み
、

後
継
者
が
い
な
い
の
が
問

題
」
と
、
日
本
と
同
様
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
点
は

興
味
深
か
っ
た
（
佐
藤
記

者
）。

コ
シ
）
に
次

ぐ
穀
物
生
産

量
を
誇
る
重

要
な
作
物
と

な

っ

て

い

ロ
コ
シ
や
ヒ

マ
ワ
リ
な
ど

を
生
産
）
を

造
成
。
耕
う

ん
や
収
穫
時

に
は
ト
ラ
ク

タ
や
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の

機
械
を
使
用

す
る
作
業
請

負
サ
ー
ビ
ス

を

活

用

し

て
、
全
国
平

　

近
畿
大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
１
年
・

吉
久
采
花
氏
、
研
究
員
・
吉

村
智
美
氏
、
同
研
究
科
・
ア

グ
リ
技
術
革
新
研
究
所
教
授

・
川
﨑
努
氏
ら
の
研
究
グ
ル

ー
プ
は
こ
の
ほ
ど
、
岩
手
生

物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
京

都
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
イ
ネ
の
最
大
の
病
害
の

一
つ
で
あ
る
白
葉
枯
病
菌
の

感
染
力
の
源
と
な
る
タ
ン
パ

ク
質
を
検
出
し
、
強
力
な
免

疫
反
応
を
誘
導
す
る
仕
組
み

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

農
業
生
産
に
お
い
て
病
害

に
よ
る
収
量
の
損
失
は
約
15

％
に
も
の
ぼ
り
、
こ
れ
は
10

億
人
分
の
食
料
に
相
当
。
ま

た
近
年
、
世
界
規
模
で
の
環

境
変
動
や
、
国
際
貿
易
に
伴

う
病
原
菌
・
害
虫
の
移
動
に

よ
り
、
従
来
の
病
害
発
生
地

域
と
は
異
な
る
地
域
で
の
病

害
も
発
生
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
作
物
生
産
に

大
き
な
損
害
を
も
た
ら
す
Ｘ

ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ
属

や
Ｒ
ａ
ｌ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
属

の
病
原
菌
は
、
Ｔ
Ａ
Ｌ
エ
フ

ェ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
病
原

性
因
子
を
も
ち
、
そ
れ
が
病

気
を
引
き
起
こ
す
根
源
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
イ

ネ
で
見
つ
か
っ
た
病
原
菌
認

識
受
容
体
（
セ
ン
サ
ー
）
で

あ
る
Ｘ
ａ
１
は
、
病
原
菌
の

Ｔ
Ａ
Ｌ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
認

識
し
て
強
い
免
疫
反
応
を
誘

導
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
そ
の
分
子
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
不
明
だ
っ
た
。

　

同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
イ

ネ
の
Ｘ
ａ
１
と
白
葉
枯
病
菌

の
Ｔ
Ａ
Ｌ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
の

相
互
作
用
を
解
析
。
そ
の
結

果
、
Ｘ
ａ
１
が
も
つ
Ｂ
Ｅ
Ｄ

ド
メ
イ
ン
が
、
Ｔ
Ａ
Ｌ
エ
フ

ェ
ク
タ
ー
と
相
互
作
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｘ
ａ
１
が
Ｔ

Ａ
Ｌ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
を
検
出

し
、
免
疫
反
応
を
活
性
化
す

る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

更
に
、
Ｘ
ａ
１
に
よ
る
免

疫
制
御
経
路
を
解
明
す
る
た

め
、
Ｘ
ａ
１
と
相
互
作
用
す

る
因
子
を
探
索
し
、
「
Ｏ
ｓ

Ｅ
Ｒ
Ｆ
１
０
１
」
と
い
う
転

写
因
子
を
発
見
し
、
Ｏ
ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｆ
１
０
１
が
、
Ｘ
ａ
１
に

よ
る
Ｔ
Ａ
Ｌ
エ
フ
ェ
ク
タ
ー

の
認
識
お
よ
び
免
疫
誘
導
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
働
き

を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

今
回
発
見
し
た
Ｘ
ａ
１
に

よ
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
応
用

で
き
れ
ば
、
イ
ネ
白
葉
枯
病

だ
け
で
な
く
、
ア
ブ
ラ
ナ
科

黒
腐
病
や
ナ
ス
科
・
ウ
リ
科

青
枯
病
に
対
し
て
も
、
強
力

な
免
疫
を
誘
導
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、病
気
に
強
く
、

か
つ
収
量
が
安
定
し
た
植
物

の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

岩
手
展
で
関
心
集
め
る

リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
ら
じ
刈
る

石井製作所

　

石
井
製
作
所
＝
石
井
智
久

社
長
、山
形
県
酒
田
市
＝
は
、

岩
手
全
国
農
機
実
演
展
示
会

で
リ
モ
コ
ン
草
刈
り
機
リ
ト

ル
「
ら
じ
刈
る
：
Ｒ
Ｔ
Ｌ
―

Ｍ
２
」
を
展
示
。
来
場
者
は

同
社
の
草
刈
り
機
に
興
味
を

示
し
、
製
品
の
特
徴
や
機
能

を
担
当
者
に
尋
ね
て
い
た
。

　

同
製
品
は
、
年
々
課
題
と

な
っ
て
い
る
危
険
な
斜
面
で

の
草
刈
作
業
や
、
広
域
の
草

刈
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
農

業
の
継
続
を
支
え
て
く
れ

る
。
中
山
間
地
で
活
躍
で
き

る
バ
ッ
テ
リ
ー
仕
様
の
草
刈

り
機
で
、
モ
ー
タ
ー
の
お
か

げ
で
静
か
だ
。
連
続
作
業
時

間
は
90
分
で
、
草
刈
部
・
走

行
部
が
別
々
の
バ
ッ
テ
リ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
交
換
用
バ

ッ
テ
リ
ー
も
つ
い
て
お
り
お

得
だ
。
操
作
は
遠
隔
リ
モ
コ

ン
を
使
っ
て
行
う
の
で
、
ラ

ジ
コ
ン
を
操
作
す
る
よ
う
な

感
覚
で
で
き
る
。
ま
た
シ
ン

プ
ル
な
設
計
の
た
め
、
草
刈

り
初
心
者
で
も
簡
単
に
操
作

で
き
る
の
も
魅
力
だ
。
ゴ
ム

ク
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
走
り
で

電
磁
ブ
レ
ー
キ
で
坂
道
も
滑

ら
な
い
。

薬
用
作
物
説
明
会
開
催

９
〜
11
月
に
東
京
な
ど
４
回

　

薬
用
作
物
産
地
支
援
協
議

会
で
は
、
農
水
省
の
補
助
事

業
「
茶
・
薬
用
作
物
等
地
域

特
産
作
物
体
制
強
化
促
進
事

業
」
を
活
用
し
た
「
薬
用
作

物
の
産
地
化
に
向
け
た
地
域

説
明
会
お
よ
び
相
談
会
」
を

４
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
。

【
第
１
回
】
▽
日
時
＝
９
月

20
日
㈫
13
時
〜
17
時
10
分
▽

場
所
＝
Ａ
Ｐ
東
京
八
重
洲
11

階
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｋ
。

【
第
２
回
】
▽
日
時
＝
10
月

５
日
㈬
13
時
〜
17
時
15
分
▽

場
所
＝
郡
山
商
工
会
議
所
６

階
中
ホ
ー
ル
Ａ
。

【
第
３
回
】
▽
日
時
＝
10
月

19
日
㈬
13
時
〜
17
時
15
分
▽

場
所
＝
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
12

階
Ｃ
会
議
室
。

【
第
４
回
】
▽
日
時
＝
11
月

10
日
㈭
13
時
〜
17
時
15
分
▽

場
所
＝
奈
良
県
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

２
０
６
。

　

問
合
せ
は
同
支
援
協
議
会

事
務
局
（
電
話
03
―
６
２
６

４
―
８
０
８
７
）。

会場でデモ走行する「らじ刈る」

　

農
研
機
構
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
９
月
６
日
、
水

稲
の
高
温
不
稔
を
引
き
起

こ
す
温
度
上
昇
に
は
、
湿

度
が
強
く
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
、
国

際
的
観
測
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

で
解
明
し
た

と
発
表
し
た
。

　

コ
メ
は
世
界
人
口
の
約

半
数
が
主
食
と
し
、
様
々

な
気
候
帯
で
水
稲
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
高

温
障
害
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
開
花

時
に
穂
が
高
温
に
曝
さ
れ

る
こ
と
で
発
生
す
る
開
花

期
高
温
不
稔
は
、
コ
メ
の

生
産
性
を
大
き
く
低
下
さ

せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
ど
の
よ
う

な
環
境
や
栽
培
条
件
下
で

高
温
不
稔
が
発
生
し
や
す

い
の
か
を
広
範
に
解
析
し

た
事
例
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
農
研
機
構
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
構
築

し
た
国
際
的
な
水
田
微
気

象
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
気
温
で
は
な
く
開

花
時
間
帯
の
水
稲
の
穂
の

温
度
（
穂
温
）
を
指
標
と

す
る
こ
と
で
、
温
度
や
湿

度
条
件
の
異
な
る
様
々
な

気
候
下
の
水
田
に
お
け
る

高
温
不
稔
を
統
一
的
に
評

価
で
き
る
こ
と
を
、
世
界

で
初
め
て
実
証
的
に
明
ら

か
に
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
温
で
湿

潤
な
気
候
の
地
域
で
は
蒸

散
に
伴
う
気
化
冷
却
効
果

が
小
さ
く
穂
温
が
高
く
な

り
や
す
い
た
め
、
高
温
不

稔
リ
ス
ク
が
高
い
と
推

定
。
同
評
価
手
法
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
世
界
の
高

温
不
稔
の
予
測
精
度
を
向

上
さ
せ
、
ま
た
高
温
不
稔

に
対
し
て
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

穂
温
の
上
昇
は
湿
度
影
響

免
疫
反
応
誘
導
を
解
明

病
気
に
強
い
植
物
開
発
期
待

近大など
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